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特長

● 腐食因子の遮断と、電気化学的な防食作用によって、長期防食性能に優れています。

● アルマグベースの粗面形成プライマーを併用すれば、鋼材に対する優れた付着性能と
導電性能を発揮します。

● ハケ塗り・コテ塗り・スプレーによる塗布作業が容易なので、優れた施工性を発揮します。

用途

● 土木や建築における、鋼構造物の重防食塗装

● 亜鉛メッキ、亜鉛アルミ溶射、アルミマグネシウム溶射のタッアップ塗装

テクニカルデータ
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アルマグガードシステムは、鉄の犠牲金属であるアルミニウムと マ

グネシウムの精製粉末をエポキシ樹脂に配合した、鋼構造物用の

防食塗料です。鉄の腐食因子である水と酸素の遮断性能や、電気化学

的な防食性能に優れています。さらに、下地処理や塗布作業も容易

なので、土木や建築における鋼構造物の長期防食に最適です。
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アルマグガードシステム　　230214

　 キャス試験

※上記結果は、当社の試験、研究で得られた試験値です。

使用方法

① 下地処理：サンディングなどの処理で、「St3」程度の下地と、浮黒皮や錆を除去する。

②プライマー塗付：アルマグベースを、使用量の目安に従って塗布する。
　♢使用方法は、アルマグベースのカタログを参照して下さい。

③防食剤塗付：アルマグガード「BRハケ塗り・SPスプレータイプ」は、150～ 200g/㎡」を目安に塗付して下さい。

　　「TRコテ塗り」は、「250 ～ 400g/㎡」を目安に塗付して下さい。
　♢小分けしてする場合は、主剤と硬化剤の比率に従って使用して下さい。

　♢溶剤などを加えると性能が低下するので、使用しないで下さい。

④中塗塗装：中塗り材は、150～200g/㎡を目安に塗布して下さい。

⑤上塗塗装：上塗り材は、130～180g/㎡を目安に塗布して下さい。

⑥封孔処理：封孔処理剤は、150～250g/㎡を目安に塗布して下さい。

容器形態

ｱﾙﾏｸﾞｶﾞｰﾄﾞBR 【555g セット】 ｱﾙﾏｸﾞｶﾞｰﾄﾞTR 【540g セット】 ｱﾙﾏｸﾞｶﾞｰﾄﾞSP 【560g セット】
主   剤 500g 主   剤 500g 主   剤 500ｇ
硬化剤 55g 硬化剤 40g 硬化剤 60g

※本品は改良のため性状、性能を変更する場合があります。予めご了承くださいますよ うお願い致します。

注意事項

キャス試験結果

溶融亜鉛めっき

・直接皮膚に接触するとかぶれを生じることがありますので、取り扱いに注意して下さい。
・取り扱いには保護具（保護メガネ、ゴム手袋、マスク等）を着用し、換気を充分に行って下さい。
・樹脂が皮膚に付着した場合は速やかに拭き取り、石鹸水等でよく洗い流して下さい。
・目に入った場合は多量の水で洗浄し、医師の診察を受けて下さい。
・使用にあたってはSDSをお読み下さい。

試験前 キャス504時間後
アルマグガード

キャス1008時間後キャス504時間後
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